
東温市事務事業評価シート　平成28年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

27 28 29

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 3

荒廃農地の解消や担い手の育成等をするための農業基盤整備は重要であり、足腰の強い農業を実現するため、きめ細かな事業を実
施してください。

二次評価者 農林振興課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

近年の厳しい農業情勢を受け、農業経営の安定化を図るためには、補助金を交付することにより農業生産基盤を整備することが必要不可欠で
す。

有効性
事業実施により、防火用水等の地域の生活用水としての利用、及び農道の生活道路との兼用等、農家だけではなく非農家に対しても事業効果
が享受されています。

達成度 事業実施地区においては、農業用施設の維持管理労力の軽減や安全性の向上等について農家から高い評価を得ています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 16,578 16,734 17,347
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一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

事業実施に積極的な地域とそうでない地域があり、土地改良区及び自治区への事業内容の周知が必要です。

効率性 東温市財務規則に準じ、適正な価格で工事実施できるよう努めています。

改　革
計　画

事業内容のアピール及び、周知方法等を検討します。また、補助要件・実施要領等の紹介方法についても検討を行います。

今後の方向性 縮小達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 12,170 12,368 13,000

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.732 4,408 0.732 4,366 0.723 4,347

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 12,170 12,368 13,000

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 左記事業費は市補助金が主
体であるため実質的な事業費
とは異なります。地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（５）農業生産基盤の充実

事業区分

事業の対象 土地改良区及び自治区、農業用施設 根拠法令 土地改良法

総合計画 政策目標 第３章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1037 事務事業名 市単独土地改良事業補助金事務 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
補助金を交付することにより、農業生産基盤を整備し、
農業生産性の増進と農業経営の改善を図ることを目的
としています。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

地元からの事業要望のとりまとめ 工事の契約執行事務

関係機関との協議・調整 工事の監督

補助金の交付申請から請求

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成28年度実施事業対象

№ ― 1

28 年度 ～ 31 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

27 28 29

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 3

該当

事業の目的 最終的
事業実施により、農業生産基盤を整備し、農業生産性
の増進と農業経営の改善を図ることを目的としていま
す。

今年度
東温地区（見奈良及び松瀬川）において、事業を実施しま
す。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

事業計画・変更、要望事務 工事の契約執行事務

関係機関との協議・調整事務 工事の監督事務

補助金の交付申請から請求事務

成果指標

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

事業期間

（５）農業生産基盤の充実

事業区分

事業の対象 土地改良区及び自治区、農業用施設 根拠法令 土地改良法

総合計画 政策目標 第３章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1147 事務事業名 農地耕作条件改善事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 760 16,165

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 304 0

一般財源 0 456 15,415

計(Ａ) 0 1,520 31,580

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.298 1,777 0.298 1,792

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 3,297 33,372

Ｃ
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Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

農地中間管理機構を通じた農地の集積がネックとなっており、今後、事業推進にあたり土地改良区及び自治区への事業内容の周知が必要で
す。

効率性 東温市財務規則に準じ、適正な価格で工事実施できるよう努めています。

改　革
計　画

事業内容のアピール及び、周知方法等を検討します。また、補助要件・実施要領等の紹介方法についても検討を行います。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農地中間管理機構と連携を取り、農地の集積・集約化を図るとともに、農業用施設の改修を行い、耕作条件の改善を図ってください。

二次評価者 農林振興課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

近年の厳しい農業情勢を受け、農業経営の安定化を図るためには、補助金を交付することにより農業生産基盤を整備することが必要不可欠で
す。

有効性 農業生産基盤の整備と併せ、農地中間管理機構との連携を図ることにより、当該地区における農地の集積に寄与することが可能です。

達成度 事業実施により農業用施設の維持管理労力の軽減や安全性の向上等が図られます。

必要性


